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研究成果
最近、細胞周期抑制蛋白が多く知られるようになってきた。この
なかの Cip/ Kip farnily (p21 WAFl，p27KIPl，p57KIP2) は未だ十分な検
索が行なわれていない p57を除いて変異をきたしておらず、いわゆ
る腫蕩抑制遺伝子でないことが知られている。我々は、予備実験で
MIB・1などの増殖マーカーと p27が相反的に出現することを確認し、
脳腫療の増殖にこの核内 p27量の低下機構が深く関わっていると推
測してきた。
本研究では、脳腫場、特に神経謬腫での Cip/Kipfarnilyの出現を
正常脳組織と対比させてそれぞれが増殖に関して果たす役割を明ら
かにしていくことと、その出現がどのようにコントロールされてい
るかについて検討することを目的としてはじめた。
astrocytorna系の腫療では p27は MIB-lなどの増殖マーカーと相
反的に出現することを確認した。しかし、腫療によるぱらつきを認
め、他の要因も働いていると考えられた。そのため、 p27 に関連す
る各種の細胞周期関連蛋白の出現を調べたところ、 cyclinEと c-rnyc
の出現がある場合に増殖能の高い腫療でも p27が高頻度に発現して
いる傾向がつかめた。 以上、学会発表し BrainTurnor Patholに掲
載された。
一方、髄膜腫ではこの様な関係がなく p27や p21よりも p16がと
くに増殖の低い腫療での増殖抑制に関わっているのではないかと示
唆される結果が得られつつある。また、髄膜腫での臨床的特徴と再
発との関係、増殖能との関係を検討し JNeurosurgおよび ArnJ Surg 
Patholに論文発表をおこなった。また、これらとテロメア長、テロ
メラーゼの出現との関係を研究予定である。
下垂体組織での放射線照射後の p27、p21、p16の発現経過を追跡
しており、 p27が一過性に減少することと一過性の増殖の上昇が一
致しておこることを学会報告した。
また頭蓋咽頭腫(craniopharyngiom司、類上皮腫(epidermoidcyst)で
免疫組織化学的に p21、p27の出現を比較検討した。 EPでは MIB-l
staining index(SI)は基底層で基底上層より高く、 p21は角化前の細
胞に弱く出現したが、 p27は基底上層に diffuseに染色された。一
方、 CRAでは SIは基底層で EPより有意に低く、基底上層では有
意差はなかった。 p21，p27は一般に基底上層に出現するものの頻
度が低く、特に squamoustypeではほとんど出現していないことが
多かった。 TUNEL陽性細胞はいずれの腫療においても、最終分化
段階での細胞で陽性を示した。以上より craniopharyngiomaでは増
殖から細胞死に至る過程での分化の遅れがおこっており、 Cip/Kip
familyの出現の低下がそれに関与している可能性があることを学
会発表した。
